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F工年代の20万年以上についてはテフラの堆積速度などから修正してある。珪藻化石については阿久津（1969），堀口・大原（1972）の資料も参考にした。
下総層群成田層の層序と基底地形
地殻変動が認められる。この「沈下域の目」は筆者が姉ケ崎層の研究でさきに指摘したもの（杉
原，1978）と地域的に一致することから，継続的な沈降運動を想定させる。
　なお第9図では，下総台地東端部（銚子半島付近）の木下層基底面を全体として北東方向に傾動
させた微隆起帯が，東庄町から飯岡町にかけて認められる。さらに第11図では，印旛沼北部に基底
面等高線で示される浅い凹地帯が復元されるが，これは松戸市北部から四街道に至る微隆起帯によ
って，木下層の基底地形が変形したものである。
　本稿では下総台地における下末吉海進期の堆積物が厳密には成田層の上部を占める木下層に限ら
れることを明らかにした。しかし下末吉層の模式地（下末吉台地）でも下末吉海進期の堆積物につ
いての再検討が必要であり，東京湾周辺の海面変化史の研究には，今後に残された問題も多い。
8．　〈資料〉　武蔵野台地，新宿センタービル工事現場（淀橋台）
　　における東京層の層序とテフラ層について
1977年6月，東京都新宿区西新宿1丁目25番地1号（淀橋浄水場跡10号地）の新宿センタービル
?
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第12図　新宿センタービルの地質柱状図
　　柱状図の記号は第2図と同じ。
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工事現場の根切り穴で「東京層」を観察する機会を得たので報告する。
　ここでは，下末吉v一ム層基底を示すKIPテフラ群（厚さ50cm）の下位に次の地質層序が認め
られる（第12図）。すなわち上位から順に①黄褐色火山灰質砂層，厚さ：1．6m，②黄褐色砂層（基底
にOstra　gigasの化石を含む），厚さ：7．2m，③灰色泥色（サンドパイプ入り），厚さ：6．1m，④
褐色砂礫層　（平均粒径：15cm±），厚さ：6．1m，⑤灰色泥層（下部に泥炭や木片を挾む），厚さ：
6．3m，⑥灰褐色砂層，厚さ：1．　Om，⑦褐色砂礫層（平均粒径：10cm±），厚さ：5．2m，⑧灰褐
色砂層，厚さ：0．5m，⑨黄灰色砂質粘土，厚さ：1．5m，⑩黄灰色砂層，厚さ：15。Om＋であった。
（ただし⑦の上限から80cm以下はボーリング柱状図による）
　「東京層」は，その中程に挾まれる連続性のよい礫層（東京礫層）を境に上部と下部とに2分さ
れている　（東京地盤図，1959）。このうち上部東京層を狭義の東京層，下部東京層を江戸川層とよ
ぶこともあった（東京地盤地質図，1969）。
　この露頭の「東京層」中のテフラ層の調査で，試料No．408　aはTB－1，試料No．　408　bは
TAm－5と同定できる可能性が強い（第1表）。そこで下総台地の地質層序との対比を試みると，
①～②は木下層，③～④は上岩橋層，⑤～⑦は清川層，⑧～⑩は藪層にあたることになる。したが
って，厳密には上部東京層をすべて下末吉海進期の堆積物と考えることには問題が生じる。
　なお，東京都土木技術研究所のボーリング成果を中心とした東京の深層地下地質の調査（遠藤，
1978）では東京層群を下位から舎人層，江戸川層，高砂層の3累層に区分している。このうち舎人
層基底の城北砂礫部層が房総半島中部の長浜砂礫層（上総層群の上部に含まれる）にあたること
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　N
は，千葉県側の地下地質の資料からみて確実であろう。したがって舎人層は佐貫層（笠森層上部）
に，江戸川層や高砂層は，基底面の高度分布からみて大部分のものが成田層より下位の地蔵堂層や
藪層に対比できるものと考えられる。
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下総層群成田層の層序と基底地形
後 注
　（1）　本稿の要旨は日本地質学会第86年学術大会および日本地理学会1979年度秋季学術大会で発
表した。
　（2）　「成田層」の地層名については，下総台地の基盤を作る更新世の地層を総括する累層群と
して広義の成田層群という名称と，成田層群の比較的上部を構成する累層としての狭義の成田層と
いう名称が長い間並用されてきた。しかし成田層群については，下総台地に広域に分布する地層を
意味することから，下総層群とよばれることが多くなり，成田層の名称は，下総層群上部を構成す
る堆積物について使われて現在に至っている。
　（3）　珪藻，花粉分析の方法は，杉原（1978）と同じである。
　（4）　示標テフラ層の名称は，町田ほか（1974）に基づく。
　（5）　佐原市玉造で発見されたTE－5火山灰（にぶい赤榿色，10R　6／3）の重鉱物組成は，　opx＞
cpx＞ho＞mt，このうち斜方輝石のγ値は1，700～1，708（レーンジ），角閃石のn2値は1，666～
1，686（レーンジ），極く少量含まれる火山ガラスのn値は1，500±（モー一ド）であった（試料No°
568）。
　（6）　国道296号線の付替道路のボーリング資料による。なおボーリング工事の際，清川層の基
底礫層から多量の湧水がみられた。
　（7）　この泥層が厚いところでは，ボーリングの際のN値が5以下と極めて軟弱である。そこで
成田市付近では地質調査報告書に“沖積層”と記載されることもある。
　（8）成田ニュータウン内のボーリング資料では，成田学園で約14m，団地第1中学校で約16m，
加良部小学校で約9m。
　（9）　木更津市立真舟小学校，同東清小学校のボーリング資料による。
　（10）　木更津市立第1中学校，同第1小学校および国道16号線などのボーリング資料による。
　（11）　試料は20～30cmの幅で採取した。
　（12）．基底面高度は，2，500分の1地形図からの海抜高度を読み取りと，ハンドレベルおよびト
ーメン3B4型高度計による比高測定によった。
　（13）　ボーリング資料による成田層の地下地質の解析については，後の機会に詳しくのべる。
　（14）　阿久津（1969）が珪藻分析を行った地盤i沈下観測井（市川市立第6中学校内）の地質層序
では，地下一60．15～－60．34mのところにくる含礫中粒砂の下限が清川層の基底にあたる。
　（15）　山辺化石帯（三土，1935）は，この海食台上の堆積物中から産出するが，貝化石群集には
外洋系種が多いとされている。
　（16）　地蔵堂層と藪層の基底には，東京湾南東岸（木更津以南の地域）で明瞭な不整合が認めら
れるが，九十九里方面では整合的であることなどによる。
　（17）　現在の下総台地の水系や開析度も基底地形の起伏の影響を受けている。
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Stratigraphy　and　Bedrock
at　Shimosa　Upland，　Kanto
Topography　on　Narita　Formation
Plain
Shigeo　SuGIHARA
　　　　M・・i…edi皿・nt・whi・h　accum・1・t・d　i・th・Middl・t・L・t・Pl・i・t・cen・wid・ly，a。g，　at
the　Shimosa　upland　located　in　the　eastern　part　of　the　Kanto　Plain．　And　these　marine
sediments　are　referred　to　as　a　Narita　Formation．　The　Narita　Formation　is　assumed　to　have
been　g・ad・ally　accum・1・t・d　i・th・glaci・1・u・tacy　p・・cess・v・・th・p・・i・d　f，・m。pP。。x．
270，000years　ago　to　approx．120，000　years　ago．　And　the　surface　of　the　Shimosa　Upland
is　composed　of　accumulations　by　a　Shimosueyoshi　transgression　which　was　most　increased
in　a　sea　level．
　　　　This　paper　deals　with　the　stratigraphy　and　bedrock　topography　of　the　Narita　Formation
by　identifying　marker－tephras　and　the　trans三tion　of　the　bay　concerned　with　the　accumula．
tion　of　the　Narita　Formation　in　the　eustacy　process．　The　results　are　summarized　as　follows：
1）1・th・N・・it・F・・m・ti・n・m・ny　m・・ker－t・ph・a・apParently・xi・t　whi・h　i・，1。d，　Tk－a．b，
　　　　TB”1・TB－7・’　8・9・TAm－5・TA稜一12・nd　KIP　t・ph・a　b・d・．　By・・rrel・・i・g・h・、e　m。，ker－
　　　　tephras　and　indentifying　unconformities，　the　marine　sediments　referred　to　as　the　Narita
　　　　F・・m・ti・n　h・v・been・lassifi・d・f・・m　th・1。wer・edim・nt，　i・t・three　f・・m・ti・n、；。Kiy。k－
　　　awa　Formation，　a　Kamiiwahashi　Formation　and　a　Kioroshi　Formation，　in　that　order．
　　2）　From　the　topography　of　bedrocks　on　the　Kiyokawa　Formation，　the　Kamiiwahashi
　　　F・・m・ti・n・nd　th・Ki・…hi　F・・m・ti・n，　it　h・・bec・me　e・id・・t　th・t・v・II・y　t。P。g，aphy
　　　・nd・d・ai・・ge　sy…m・xi…di・・h・ee　l・w・ea　l・v・1　P・・i・d・whi・h・ccurred。pP，。x．
　　　270・000years　ag…pP・・x・190，000　years　ag…d・pP・・x．160，000　t・170，000　yearS
　　　ago，　respectively．　In　my　estimation　based　on　the　valley，　a　river　channel　evidetly　ran
　　　toward　the　present　Tokyo　Bay　and　the　hollow　zone　of　the　Uraga　Channel　possibly
　　　existed　in　the　low　sea　level　period　which　occurred　approx．270，000　years　ago．　Phlaeolox．
　　　・d・nn・・m・nni　cam・th・・ugh・1・nd　b・idg・t・thi・a・ea　i・th・1・w・ea　l・v，正peri。d．
　3）　The　analysis　of　diatom　fossils　produced　in　the　Narita　Formation　reveals　that　many
　　　brackish－water　and　fresh・water　creatures　as　well　as　sea　creatures　can　be　detected　in
　　　thin　mud　silts　contained　in　thick　sand　beds　of　the　Narita　Formation．　And　this　tells
　　　us　that　the　Narita　Formation　was　formed　in　a　low　sea　level　period　compared　with　the
　　　sand　beds　inclnding　many　sea　shell　fossil　assemblages，　In　the　Shimosueyoshi　transgress．
　　　ion　period，　the　sea　is　assumed　to　have　been　most　extended量11　the　tephra　depression
　　　period　of　TAu－12　pumice　bed　approx．140，000　years　ago　which　is　shown　by　the
　　　stratigraphical　change　of　the　diatom　fossil　assemblages．
4）　The　pollen　analysis　on　peaty　parts　of　mud　s量lts　contained　in　the　Narita　Format圭on
　　　reveals　that　these　accumulations　were　formed　under　cool　climate．　In　particular，　the
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　－40－　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　・
下総層群成田層の層序と基底地形
　　po11en　fossils　of　deciduous　broad－leaved　trees　such　as　betulae　and　coryli　sampled　in　the
　　v呈cinity　of　the　Kioroshi　Fomation　significantly　indicates　the　colder　climate　in　and
　　before　the　Shimosueyoshi　transgression．
5）　Thus，　as　presented　above，　the　Narita　Formtion　has　not　accumulated　in　one　cycle　of
　　an　eustasy．　The　high　sea　level　period　is　recognized　at　least　twice，　once　and　once　in
　　the　K量yokawa　Formation，　the　Knmiiwahashi　Formation　and　the　Kioroshi　Formation，
　　respectively，　Out　of　the　high　sea　level　periods，　most　significant圭s　the　high　sea　level・．
　　by　the　Shimosueyoshi　transgression　which　has　accumulated　the　Kioroshi　Formation．
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